
「能登半島 里山里海自然学校」

奥能登の魅力を掘り起こす
地域活性化の強力ネットワーク

3

若年人口の流出に歯止めがかからない奥能登地域。高齢化社会の到来や第1次産業の不振もあって、
地域文化の担い手は減る一方だ。このままでは、地方ならではの貴重な伝統習慣や自然が失われて
しまうのも時間の問題だろう。文化を育む土台づくりが急務となっているなか、金沢大学は平成18
年10月、珠洲市に研究交流の拠点となる「能登半島 里山里海自然学校」（以下、能登自然学校）を
設立した。奥能登地域の厳しい現状を打破し、活性化を目的として“開校”した拠点を取材した。

学生編集委員　水越直哉
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大
学
が
各
方
面
と
ス
ク
ラ
ム

地
域
課
題
の
解
決
策
探
る

能
登
自
然
学
校
は
一
つ
の
学
校
や
施

設
を
指
す
の
で
は
な
く
、
金
沢
大
学
や

自
治
体
、
農
林
水
産
業
関
係
者
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
能
登
で
活
躍
す
る

人
々
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
総
称
。
さ
ま

ざ
ま
な
組
織
や
個
人
が
連
携
す
る
こ
と

で
、
身
近
な
自
然
の
保
全
と
再
生
、
環

境
に
配
慮
し
た
農
林
水
産
業
の
基
盤
振

興
策
な
ど
地
域
課
題
と
そ
の
解
決
策
を

提
案
し
て
い
く
。

三
井
物
産
環
境
基
金
か
ら
支
援
を
受

け
て
お
り
、
金
沢
大
学
の
自
己
資
金
と

合
わ
せ
て
、
３
年
間
で
総
額
約
３
２
０

０
万
円
の
事
業
を
展
開
す
る
。
無
償
で

借
り
受
け
た
旧
珠
洲
市
立
小
泊
小
学
校

を
活
動
拠
点
に
、
金
沢
大
学
か
ら
派
遣

さ
れ
た
常
駐
の
研
究
員
が
、
調
査
研
究

活
動
や
地
域
と
の
交
流
活
動
の
企
画
調

整
を
行
う
。
運
営
委
員
に
は
、
大
学
の

研
究
者
や
里
山
駐
村
研
究
員
（
本
誌
第

４
号
参
照
）、
自
治
体
職
員
ら
２７
人
が
名

を
連
ね
て
い
る
。

環
境
基
金
の
支
援
を
受
け
て

動
き
出
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

能
登
自
然
学
校
の
設
立
は
珠
洲
市
民

に
と
っ
て
の
悲
願
で
も
あ
る
。

平
成
１６
年
１０
月
、
金
沢
大
学
は
「
タ

ウ
ン
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
珠
洲
市
で

開
催
し
た
。
同
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
地
域

住
民
の
意
見
を
直
接
聞
き
、
ニ
ー
ズ
を

大
学
運
営
に
生
か
す
こ
と
を
目
的
に
、

平
成
１４
年
度
か
ら
石
川
県
内
各
地
で
開

催
し
て
い
る
。
こ
の
と
き
、
珠
洲
市
民

か
ら
は
「
も
っ
と
能
登
を
研
究
し
て
、

地
域
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
ほ
し
い
」

「
大
学
の
サ
テ
ラ
イ
ト
を
能
登
に
作
れ
な

い
か
」
な
ど
の
熱
心
な
要
望
が
相
次
い

だ
が
、
当
時
は
す
ぐ
に
要
望
に
応
え
ら

れ
る
ほ
ど
の
活
動
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

以
前
か
ら
調
査
実
習
や
研
究
室
レ
ベ
ル

で
の
調
査
研
究
活
動
は
行
わ
れ
て
い
た

も
の
の
、
大
き
な
広
が
り
を
見
せ
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
活
動
す
る
た
め
に
必

要
な
資
金
も
十
分
に
捻
出
で
き
ず
、
懸

案
と
な
っ
て
い
た
。

と
こ
ろ
が
、
１
年
半
後
の
平
成
１８
年

３
月
に
話
は
急
展
開
す
る
。
そ
の
少
し

前
に
開
催
さ
れ
た
能
登
町
の
タ
ウ
ン
・

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
し
て
い
た
三
井

物
産
の
社
員
が
金
沢
大
学
を
訪
れ
、
青

少
年
の
自
然
体
験
活
動
や
里
山
保
全
、

調
査
研
究
を
進
め
て
い
る
「
角
間
の
里

山
自
然
学
校
」
を
奥
能
登
で
展
開
し
て

は
ど
う
か
と
持
ち
か
け
て
き
た
の
だ
。

同
社
で
は
、
そ
の
よ
う
な
活
動
を
支
援

で
き
る
環
境
基
金
を
平
成
１７
年
に
設
立

し
た
の
だ
と
い
う
。
早
速
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
立
て
て
申
請
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
１８

年
７
月
に
支
援
決
定
の
通
知
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
た
。

金
沢
大
学
か
ら
「
研
究
交
流
の
拠
点

を
作
り
た
い
」
と
の
相
談
を
受
け
た
珠

洲
市
は
、
拠
点
と
な
る
候
補
施
設
の
選

定
に
着
手
。
自
然
計
測
応
用
研
究
セ
ン

タ
ー
の
中
村
浩
二
教
授
ら
大
学
関
係
者

も
視
察
に
向
か
い
、
複
数
の
候
補
施
設

の
な
か
か
ら
、
平
成
１６
年
４
月
に
創
立

１
３
０
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
た
旧
小

泊
小
学
校
校
舎
を
選
ん
だ
。
８
月
８
日

に
は
、
中
村
教
授
を
委
員
長
と
し
て
設

立
委
員
会
を
発
足
。
事
業
の
推
進
体
制

や
活
動
計
画
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね
、

１０
月
の
〝
ス
ピ
ー
ド
開
校
〞
に
こ
ぎ
つ

け
た
の
で
あ
る
。

地
域
貢
献
を
大
学
憲
章
の
核
の
一
つ

と
位
置
づ
け
る
金
沢
大
学
と
、
原
発
建

設
計
画
の
中
止
で
新
た
な
地
域
振
興
策

を
模
索
し
て
い
た
珠
洲
市
が
ス
ク
ラ
ム

を
組
み
、
新
た
な
取
り
組
み
が
始
ま
っ

た
。

「
自
然
」を
核
に
４
つ
の
柱
で

奥
能
登
の
元
気
を
引
き
出
す

で
は
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
し
て

地
域
活
性
化
を
目
指
し
て
い
く
の
か
。

能
登
自
然
学
校
の
活
動
に
は
４
つ
の
柱

が
あ
る
。

ま
ず
は
奥
能
登
地
域
の
自
然
環
境
の

健
康
度
〞
を
示
す
「
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
・

マ
ッ
プ
」
の
作
成
だ
。
里
山
駐
村
研
究

員
を
核
と
し
た
地
域
住
民
と
石
川
県
立

大
学
な
ど
他
の
高
等
教
育
機
関
と
連
携

し
、
奥
能
登
の
自
然
環
境
を
調
査
、
分

析
。
学
問
的
な
デ
ー
タ
と
し
て
使
え
る

資
料
を
作
成
す
る
。
例
え
ば
、
カ
エ
ル

や
魚
な
ど
の
水
生
生
物
や
水
草
な
ど
田

ん
ぼ
に
生
息
す
る
動
植
物
の
数
を
調
べ

て
、
そ
の
田
ん
ぼ
の
健
康
度
を
調
査
し

た
り
、
里
山
で
は
キ
ノ
コ
や
昆
虫
の
多

様
性
を
調
査
し
た
り
す
る
。
こ
の
現
地

調
査
を
踏
ま
え
て
、
奥
能
登
の
潜
在
力

や
可
能
性
を
引
き
出
す
「
処
方
箋
」
を

つ
く
り
、
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る
諸

活
動
を
推
進
し
て
い
く
。

２
点
目
は
、
奥
能
登
の
地
域
活
性
化

を
担
う
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
だ
。
若
手
の

農
林
水
産
業
従
事
者
や
自
然
を
生
か
し

た
ベ
ン
チ
ャ
ー
事
業
を
試
み
る
若
者
を
、

奥
能
登
の
次
世
代
を
担
う
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
育
成
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
も
、

環
境
配
慮
型
の
農
林
水
産
業
を
実
践
す

る
人
材
の
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発
し
、

実
施
す
る
計
画
だ
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
修

了
者
が
能
登
地
域
に
定
住
し
、
事
業
に

従
事
で
き
る
よ
う
、
地
元
自
治
体
が
住

居
を
紹
介
す
る
な
ど
修
了
者
を
支
援
す

る
体
制
も
整
え
る
。

里
山
を
は
じ
め
自
然
環
境
の
保
全
活

動
も
展
開
す
る
。
過
疎
と
高
齢
化
が
急

速
に
進
む
奥
能
登
で
は
、
こ
れ
ま
で
人

の
手
に
よ
っ
て
維
持
、
管
理
さ
れ
て
き

能登自然学校のホームページ（http://www.satoyama-satoumi.com/）
「めざすもの」と題して同自然学校の理念などが掲載されているほか、活動予定や報告なども随時更新されている

サンショウウオの生息状況を調査する市民ら

〝
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た
里
山
な
ど
が
放
棄
さ
れ
、
荒
廃
し
つ

つ
あ
る
。
里
山
の
荒
廃
は
、
生
物
の
多

様
性
や
自
然
環
境
の
変
化
に
も
影
響
を

及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、
早
急
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
課
題
の
一
つ
で
も
あ
る
。
里

山
保
全
活
動
を
企
画
、
実
施
す
る
に
は
、

地
元
住
民
の
協
力
が
欠
か
せ
な
い
が
、

県
外
や
大
都
市
圏
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
、
一
緒
に
保
全
活
動
を
進
め

て
い
く
計
画
も
あ
る
。
こ
の
保
全
活
動

が
根
づ
い
て
い
け
ば
、
交
流
人
口
の
拡

大
も
期
待
で
き
る
。
そ
の
他
に
も
、
か

つ
て
マ
ツ
タ
ケ
が
と
れ
た
松
林
に
再
び

マ
ツ
タ
ケ
が
戻
る
よ
う
整
備
し
た
り
、

放
棄
さ
れ
た
田
ん
ぼ
を
利
用
し
て
動
植

物
や
昆
虫
が
生
息
で
き
る
環
境
（
ビ
オ

ト
ー
プ
）
を
作
っ
た
り
す
る
計
画
な
ど

も
あ
る
。

そ
し
て
、「
自
然
学
校
」
の
名
前
が
示

す
よ
う
に
、
地
域
住
民
や
子
ど
も
た
ち

を
対
象
に
し
た
自
然
体
験
活
動
も
企
画
、

実
施
す
る
。
こ
れ
に
は
、
金
沢
大
学
が

社
会
貢
献
事
業
の
一
環
で
推
進
す
る

「
角
間
の
里
山
自
然
学
校
」
の
活
動
実
績

と
経
験
が
生
き
て
く
る
。「
角
間
の
里
山

自
然
学
校
」
は
、
平
成
１１
年
に
設
立
さ

れ
、
角
間
キ
ャ
ン
パ
ス
を
中
心
に
、
里

山
の
調
査
研
究
と
学
生
教
育
を
は
じ
め
、

青
少
年
の
自
然
体
験
な
ど
の
交
流
活
動

や
里
山
の
保
全
活
動
な
ど
を
続
け
て
い

る
。
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
「
里
山
メ

イ
ト
」
も
６
０
０
人
を
超
え
、
活
動
の

輪
も
少
し
ず
つ
広
が
っ
て
き
た
。
こ
れ

ま
で
培
っ
た
実
績
と
経
験
が
、
そ
の
範

囲
を
さ
ら
に
広
げ
、
充
実
し
た
活
動
と

な
っ
て
い
く
の
だ
。

研
究
員
が
自
然
学
校
に
常
駐

住
民
の
身
近
な
相
談
相
手
に

能
登
自
然
学
校
に
は
初
年
度
、
金
沢

大
学
の
赤
石
大
輔
研
究
員
が
常
駐
す
る
。

昨
年
３
月
に
博
士
号
を
取
得
し
た
キ
ノ

コ
を
専
門
と
す
る
理
学
博
士
で
、
奥
能

登
の
山
々
を
回
り
生
態
学
の
調
査
研
究

を
進
め
る
一
方
、
能
登
自
然
学
校
の
活

動
の
調
整
役
も
受
け
持
つ
。
研
究
活
動

を
続
け
な
が
ら
、
学
校
運
営
の
一
翼
を

担
う
の
は
大
変
な
こ
と
だ
が
、「
自
然
体

験
活
動
の
企
画
・
運
営
の
ほ
か
、
子
ど

も
た
ち
へ
の
環
境
教
育
、
地
域
の
方
々

と
連
携
し
た
調
査
研
究
活
動
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
」
と
意
欲
的
だ
。
地

元
住
民
に
と
っ
て
も
、
気
軽
に
相
談
で

き
る
研
究
者
が
身
近
に
い
る
こ
と
は
心

強
い
。

大
学
に
と
っ
て
、
任
期
付
き
な
が
ら

研
究
員
を
常
駐
さ
せ
る
決
断
を
し
た
こ

と
は
重
く
、
大
き
い
。
奥
能
登
の
環
境

保
全
、
調
査
研
究
の
推
進
、
地
域
の
活

性
化
を
目
指
す
能
登
自
然
学
校
へ
の
強

い
意
気
込
み
の
表
れ
だ
。

能
登
自
然
学
校
は
、
強
力
な
人
材
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
大
学
の
教
育
研
究
力
を

結
集
さ
せ
、
過
疎
や
地
域
振
興
な
ど
奥

能
登
地
域
が
抱
え
る
諸
課
題
の
解
決
策

を
提
言
し
て
い
こ
う
と
し
て
い
る
。
活

動
の
成
果
は
、
同
じ
課
題
を
抱
え
る
地

方
へ
の
提
言
と
も
な
る
だ
ろ
う
。

う
な
活
動
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
で

き
れ
ば
」
と
、
学
生
の
調
査
実
習

の
活
動
拠
点
と
す
る
こ
と
で
、
地

域
と
学
生
と
の
交
流
の
促
進
に
期

待
を
寄
せ
る
声
も
あ
っ
た
。
学
生

が
地
域
に
直
接
ふ
れ
る
こ
と
で
、

地
域
の
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
に
な
る
。
課
題
を
分
析

し
、
解
決
策
を
提
案
す
る
こ
と
で

課
題
探
求
能
力
の
育
成
に
つ
な
が

る
な
ど
教
育
効
果
は
計
り
知
れ
な

い
。
学
生
へ
の
教
育
効
果
の
み
な

ら
ず
、
若
者
の
斬
新
な
発
想
や
提

案
で
、
地
域
の
活
性
化
す
る
こ
と

も
期
待
で
き
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
、
提
案
が
あ
り
、

充
実
し
た
意
見
交
換
が
続
い
た
。

秋
晴
れ
と
な
っ
た
平
成
１８
年
１０

月
９
日
。
看
板
の
除
幕
式
が
行
わ

れ
た
ば
か
り
の
能
登
自
然
学
校
の

拠
点
で
、
第
１
回
の
運
営
委
員
会

が
開
催
さ
れ
た
。
里
山
駐
村
研
究

員
や
大
学
教
員
な
ど
多
彩
な
メ
ン

バ
ー
が
名
を
連
ね
る
運
営
委
員
や

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ら
２３
人
が
集
ま
り
、

運
営
委
員
会
の
役
割
や
活
動
の
基

本
方
針
、
計
画
な
ど
を
話
し
合
っ

た
。設

立
直
後
、
初
め
て
の
会
合
と

あ
っ
て
少
し
緊
張
し
た
雰
囲
気
が

漂
う
な
か
、
運
営
委
員
長
の
中
村

浩
二
教
授
が
あ
い
さ
つ
。
各
委
員

の
自
己
紹
介
と
能
登
自
然
学
校
の

基
本
的
な
活
動
方
針
な
ど
の
説
明

の
後
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
た
。
各
分
野
で
地
域

の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
す
る
メ
ン

バ
ー
が
集
ま
っ
た
と
あ
っ
て
、
能

登
自
然
学
校
へ
の
思
い
、
期
待
は

強
く
、
ア
イ
デ
ア
も
豊
富
だ
。
例

え
ば
、「
食
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し

た
活
動
の
提
案
が
あ
っ
た
。
能
登

の
食
材
を
使
っ
た
郷
土
料
理
を
集

め
、
１
０
０
の
レ
シ
ピ
に
ま
と
め

て
、
情
報
発
信
を
し
て
い
こ
う
と

い
う
の
だ
。

「
多
く
の
学
生
が
参
加
で
き
る
よ

能登自然学校の社会的役割や組織図などをまとめたリーフレット。
学校や団体など関連施設に設置されている

活動計画や抱負を語る赤石さん（右）

能
登
自
然
学
校
、

第
１
回
運
営
委
員
会
を
開
催


